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P. ２ ２０１６.４.１４　熊本地震
P. ３ 平成28年度　当初予算
P. ６ 地区の新しい駐在嘱託員さん
P. ７ 学校の新しい先生を紹介します

平成28年 熊本地震熊本地震熊本地震熊本地震熊本地震
前例のない、広範囲に及ぶ揺れ

平成28年4月17日　高森総合センター

◀携帯電話・スマートフォンからも
　「広報たかもり」をご覧になれます。

助け合い助け合い助け合い

人×人



め
、
お
よ
そ
２
７
０
人
が
不
安
な

一
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
余
震
が
続
き
、
多
く

の
人
が
各
避
難
所
に
と
ど
ま
り
ま

し
た
。
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
等
で

炊
き
出
し
が
始
ま
り
、
周
辺
の
各

避
難
所
に
食
事
が
届
け
ら
れ
ま
し

た
。
町
市
街
地
か
ら
離
れ
た
地
域

で
は
、
避
難
者
が
自
炊
等
を
行
い

避
難
生
活
を
お
く
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
熊
本
地
震
で
は
、
熊
本

県
を
中
心
に
余
震
が
続
い
て
い
ま

す
。
か
つ
て
な
い
経
験
を
し
、
多

く
の
人
が
避
難
所
で
の
生
活
を
よ

ぎ
な
く
さ
れ
、
不
安
な
日
々
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。

　
災
害
の
事
態
に
陥
ら
な
い
こ
と

が
一
番
で
す
が
、『
備
え
あ
れ
ば

憂
い
な
し
』
の
言
葉
ど
お
り
、
日

頃
の
備
え
を
し
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
ま
た
、
み
ん
な
で
協
力

し
て
一
緒
に
こ
の
災
害
を
乗
り
越

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

１

県防災情報ホームページ
　メール配信
　登録案内の
　 ページ▶

  ※ アドレス
　http://www.anshin.pref.kumamoto.jp/

写真▶①避難所（高森総合センター）での受付（４月16日撮影）　▶②役場前
交差点の停電（４月16日撮影）　▶③臨時的な携帯電話の充電設備（４月17
日撮影）　▶④断水のため給水所設置（役場正面玄関前）（４月17日撮影）
▶⑤特設公衆電話の開設（４月17日撮影）　▶⑥消防団が避難者を避難所まで
搬送（４月16日撮影）　▶⑦総務課（防災）対応状況（４月16日撮影）
▶⑧協力者（避難者）による配膳（4月18日撮影）　▶⑨避難所（高森総合セ
ンター）での夜（4月16日撮影）

　

４
月
14
日
午
後
９
時
過
ぎ
、

益
城
町
を
震
源
に
大
き
な
地
震

が
発
生
し
ま
し
た
。
余
震
が
続

く
な
か
、
翌
日
15
日
の
深
夜
１

時
半
頃
、再
び
大
き
な
地
震（
本

震
）
が
発
生
。
本
町
で
は
、
発

生
直
後
に
停
電
が
起
き
、
一
瞬

に
し
て
暗
闇
と
な
り
ま
し
た
。

　
建
物
倒
壊
を
恐
れ
、
家
の
外

に
飛
び
出
す
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
車
の
中
で
待
機
し
た
り
、

よ
り
安
全
で
あ
る
広
場
等
に
移

動
し
て
、
車
内
で
夜
明
け
を
待

つ
人
々
も
多
く
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
団
が
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
の
避
難
介
助

や
、
周
辺
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を

実
施
。
避
難
所
の
一
つ
で
あ
る

高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
前

夜
の
地
震
の
際
の
避
難
者
を
含

「
み
ん
な
で

      

生
き
る
」

避難生活する上で気をつけたいこと
死に至ることも「エコノミークラス症候群」
　避難生活をおくる上で気をつけたいのが、「エコノミークラス
症候群」です。今回の地震でも、死亡者の報告があっています。
　エコノミークラス症候群は、長時間足を動かさずに同じ姿勢で
いると、足の深部にある静脈に血のかたまりができて、その血
栓が、血流にのって肺に流れて血管を閉塞してしまい（肺寒栓）、
危険な状態に陥ります。
　起こりやすい、「メタボリック症候群をはじめとした生活習慣
病の人」、「高齢者」、「妊娠中または出産直後」などの方々は特に
注意が必要です。避難生活をしながらも、マッサージや適度な水
分補給などを行い、予防しましょう。

【１】長時間同じ姿勢でいないようにしましょう
　特に車中等での窮屈な姿勢
【２】足の運動をしましょう
　◯足や足の指をこまめに動かす
　◯１時間に１度は、かかとの上下運動
　　（20～ 30回程度）をする
　◯歩く（３～５分程度）
【３】適度な水分をとりましょう
　《注意》
　脱水を防ぐためには水分の適切な摂取
　が必要ですが、ビールなどの利尿作用
　がある飲料では脱水が助長されます。
【４】時々深呼吸をしましょう

　
今
回
の
地
震
に
関
す
る
詳
し
い

こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
の
広
報
６

月
号
で
紹
介
し
ま
す
。

町総合防災情報配信システム
「bousai-info@bousai.town.kumamoto-
takamori.lg.jp」に空メールを送信して
登録してください。

※ 右のＱＲコード
　 からでも登録
　 できます。

２

３

４

５

６

７８

９

4.144.1420164.14  4.14 熊本地震熊本地震熊本地震熊本地震熊本地震熊本地震熊本地震熊本地震熊本地震熊本地震熊本地震
今なお、続く不安･･･
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平
成
28
年
度
で
は
、
将
来
の

子
ど
も
た
ち
に
「
誇
れ
る
高
森

町
」
の
実
現
に
向
け
、
予
算
編

成
し
ま
し
た
。

※ 

平
成
27
年
度
当
初
予
算
で
は
町

　

長
・
町
議
会
議
員
選
挙
執
行
に

　

よ
り
、
政
策
的
経
費
を
極
力
抑

　

え
た
「
骨
格
予
算
」
で
編
成

　

し
、
必
要
な
政
策
的
経
費
を
加

　

え
た
「
肉
付
け
予
算
」
を
補
正

　

２
号
で
編
成
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
加
速

新
し
い
高
森
町
へ
！予

平
成
28
年
度

一
般
会
計

当
初
予
算◀２８年度

（当初予算）

44億8,800万円

※２７年度
（補正2号まで）

41億9,932万円

＋2億
8,868万円
（＋6.9％）

28年度 27年度 増 減 額
総　　額 44億8,800万円 41億9,932万円 2億8,868万円

自
主
財
源

町税 4億9,776万円 5億　304万円 △528万円
分担金及び負担金 2,576万円 2,819万円 △243万円
使用料及び手数料 1億2,053万円 1億1,318万円 735万円
財産収入 2,499万円 2,005万円 494万円
寄付金 5,033万円 1,955万円 3,078万円
繰入金 1億3,775万円 2億　642万円 △6,867万円
繰越金 6,000万円 6,000万円 0円
諸収入 1,498万円 1,503万円 △5万円

依
存
財
源

地方譲与税 6,800万円 7,000万円 △200万円
地方消費税交付金 1億1,400万円 8,800万円 2,600万円
地方交付税 20億1,000万円 19億1,000万円 1億円
国庫支出金 5億3,852万円 4億5,685万円 8,167万円
県支出金 5億　286万円 4億2,816万円 7,470万円
町債 3億1,860万円 2億7,580万円 4,280万円
その他 1,392万円 1,505万円 △113万円

　町税などの自主財源（町独自の収
入）は 20.8％、依存財源（国や県か
らの収入）は 79.2％となりました。

　国や県の補助事業を活用する
⑤農林水産業費（降灰対策事業）
や⑦土木費（道路新設・維持）
が大きく増加となりました。

歳　入歳　出

観光立町の実現へ  競争力の高い「選ばれる観光地づくり」を推進します
まちづくり会社設立負担金　500万円
　観光立町推進計画に基づいた地域経済を活性化
するための中枢機関として事業を行います
地域おこし協力隊活動事業　1,693 万円
　国の制度を活用し、まちづくり会社で観光まち
づくりのための事業を行います
湧水トンネル水温調整池給排水改良　393万円
　湧水トンネル公園内の池にたまった藻などの汚
れを解消するため、給排水設備を改良します

福祉・子育て   健康いきいき＆子育て楽しい「町づくり」を推進します
敬老祝金　474万円
　急速な高齢化や他事業費の増大から支給額を見直しま
す（70歳以上　3,000 円　→　2,000 円）
子ども医療費（高校生対象拡充）　1,704 万円
　子育て世代の負担軽減のため、子ども医療費助成対象
を高校生まで拡充します
パパママ定期歯科検診委託　47万円
　子どもの歯の健康を守るため、妊娠期の夫婦及び2歳
未満児の両親に対し、無料で年1回歯科検診を行います

　　農　業 　　基幹産業である「農業」が元気な町づくりを推進します
畜産振興補助金　560万円
　あか牛のブランド化を加速させるため、高森産
のあか牛購入助成を行います
阿蘇火山降灰対策事業　1,704 万円
　上津留地区における降灰被害を防止するため、
農業用水供給施設の整備を行います
新農業プラン中間見直し　39万円
　新農業プランの運用 3年目を迎え、中間見直し
を実施し、運用体制の強化を図ります

　　教　育　　　 「誇り・夢・元気」を生み出す教育を推進します
コミュニティ・スクール事業　197万円
　文科省委託事業を活用し、地域とともにある学校づ
くりを推進します
英語教育強化拠点事業　314万円
　県委託事業を活用し、町内の小中学校及び高森高校
が一体となり、英語教育に取り組みます
ＩＣＴ活用実証事業　733万円
　文科省委託事業により、ＩＣＴ機器（電子黒板、タ
ブレットＰＣ等）やテレビ会議システムを活用した遠
隔授業を実施し、さらなる授業改善に取り組みます
高ＳＰＯ事業負担金　787万円
　事業の充実と住民参加型イベントを開催し、スポー
ツ人口の増加を目指します

ふるさと納税の活用
　お礼の品を「あか牛」とし、町へ
のふるさと納税をＰＲしたところ、
全国各地から多くのご寄附をいただ
きました。今後もたくさんのご寄附
をいただけるようＰＲしていきます。

寄附件数 寄附金額（円）
平成23年 5 150,000
平成24年 4 260,000
平成25年 6 500,000
平成26年 11 560,000
平成27年 10,020 197,045,553

事業名 事業内容 予算額
あか牛給食賄材料費 小中学校の給食において「あか牛」を提供 55万円
畜産振興補助金 高森産の「あか牛」に対する購入助成 560万円

生ごみ処理容器助成金 生ごみ処理容器に対する購入助成 25万円

諸経費（20％）自主財源（40％） 「お礼の品」代金（40％）

寄附者 ◀◀ お礼の品
活  

用

➡

寄附

シリーズ防災　  　先月から時節に応じた防災に関する知識や対策を発信しております。質問や要望がございましたら、お気軽にお問い合わせください。　　　　高森町役場　総務課　担当：吉田　　☎６２－１１１１　内線１１１
２  個人の備え①
① 火　災
消火器
　※ 本体 10年、中の薬品は 5年が交換の目安
　ア 安全ピンを抜く
　イ ホースを火点に向ける
　ウ レバーを握り消火剤を燃えているものにかける
　　 （出来るだけ近くから）

消火用水袋
　ア 薄いビニール袋に500cc 程の水を入れて口を縛る
　イ アの水袋を 5、6コずつレジ袋等に入れておく
　ウ 火を使う場所などに消火器の代わりに置いておく
　エ 火災の際は、袋を投げて消火する
　　 （ビニール袋は熱で溶ける）
＊ 消火用の資材は、コンロなどの火を使う所のすぐ横
　 に置いておくと消火の際に近づけないことがあるた
　 め、１～２ｍ離れた場所を定位置にしましょう。

② 風水害
　　ア　ハザードマップ、避難経路の確認
　　イ　継続的な天気予報の把握
　　ウ　防災無線、ＴＰＣによる情報収集
　　エ　自治会、自主防災会との連携
　町では、各個人の携帯電話へ各種情報を配信するサー
ビスを行っています。災害はもちろん、行政やイベン
ト情報等についても配信しています。詳しい登録手順
は「広報たかもり３月号」をご確認ください。

プラス

歳出内訳

民生費
27.7％

総務費
17.9％

公債費 11.4％ 議会費 1.6％
予備費 0.2％諸支出金 0.5％

災害復旧費 0.1％
教育費 8.0％
消防費 3.8％

土木費 9.4％

商工費 2.9％
農林水産業費 10.0％ 衛生費 6.5％

歳入財源内訳

自主財源
20.8％

依存財源
79.2％

　※ 本体 10年、中の薬品は 5年が交換の目安

28年度 27年度 増 減 額
総　　額 44億8,800万円 41億9,932万円 2億8,868万円

① 議会費 　7,147万円 7,799万円 △652万円
② 総務費 8億0,561万円 7億6,943万円 3,618万円
③ 民生費 12億4,255万円 11億3,691万円 1億564万円
④ 衛生費 2億9,082万円 2億8,507万円 575万円
⑤ 農林水産業費       4億4,996万円 3億3,521万円 1億1,475万円
⑥ 商工費 1億2,816万円 1億4,923万円 △2,107万円
⑦ 土木費 4億2,015万円 3億1,122万円 1億893万円
⑧ 消防費 1億7,121万円 1億6,415万円 706万円
⑨ 教育費 3億6,152万円 3億9,786万円 △3,634万円
⑩ 災害復旧費 415万円 415万円 0万円
⑪ 公債費 5億0,986万円 5億4,022万円 △3,036万円
⑫ 諸支出金 2,254万円 1,788万円 466万円
⑬ 予備費 1,000万円 1,000万円 0万円
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子
子
育
て

福
福　
祉

税

税　
務

年
金
だ
よ
り
（
年
金
手
帳
の
再
発
行
）

軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
の
減
免
申
請
に
つ
い
て

パ
ン
こ
ね
こ
ね
の
会

（
２
月
12
・
18
日
、
３
月
11
日
）

　
「
簡
単
パ
ン
を
作
ろ
う
」
と

呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ

ん
の
親
子
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
エ
プ
ロ
ン
を

着
け
て
準
備
万
端
。
材
料
を
合

わ
せ
て
、
み
ん
な
で
次
々
に
交

代
し
な
が
ら
よ
く
こ
ね
ま
し

た
。
次
に
麺
棒
で
丸
く
伸
ば
し

て
等
分
し
、
バ
タ
ー
ロ
ー
ル
や

お
花
に
形
作
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
笑
顔
を
み
せ

な
が
ら
、
上
手
に
作
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
の
間
、
ま
だ
小
さ

い
子
ど
も
た
ち
は
職
員
等
と
一

緒
に
遊
ん
で
待
ち
ま
し
た
。

　
パ
ン
が
完
成
す
る
と
、
焼
き

た
て
の
パ
ン
を
み
ん
な
で
試

食
。
会
話
も
は
ず
み
賑
や
か
な

雰
囲
気
で
し
た
。

思
い
っ
き
り
描
こ
う
の
会 

（
３
月
25
日
）

　
床
一
面
に
、
カ
レ
ン
ダ
ー
な

ど
の
裏
面
（
白
紙
）
を
貼
り
合

わ
せ
て
、
巨
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス

を
作
り
、
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
色

の
ク
レ
パ
ス
を
持
っ
て
、
思

い
っ
き
り
絵
を
描
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
次
々
に
色

を
変
え
て
思
い
っ
き
り
手
を
動

か
し
、
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し

た
。
ま
た
、
お
母
さ
ん
も
久
々

の
お
絵
か
き
を
し
て
、
童
心
に

戻
っ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
３
月
は
、
お
は
な

し
会
・
誕
生
会 

（
16
日
）
と
お

話
と
わ
ら
べ
歌
の
会
（
28
日
）

も
実
施
し
ま
し
た
。

　
年
金
手
帳
を
紛
失
、
き
損
し

た
と
き
年
金
手
帳
の
再
発
行
の

手
続
き
が
で
き
ま
す
。
再
交
付

は
、
熊
本
東
年
金
事
務
所
、
又

は
役
場
で
で
き
ま
す
。
再
発
行

の
申
出
を
行
わ
れ
る
と
、後
日
、

年
金
手
帳
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
熊
本
東
年
金
事
務
所

に
お
い
て
は
、
年
金
手
帳
の
即

日
交
付
も
行
う
事
が
で
き
ま
す

が
、
緊
急
性
の
高
い
場
合
（
就

労
す
る
た
め
す
ぐ
に
必
要
な

ど
）
と
な
り
ま
す
。
そ
の
際
は

必
ず
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明

書
を
持
っ
て
本
人
が
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
持
参
す
る
も
の
】

●
身
分
証
明
書

●
印
鑑

　
（
本
人
自
署
の
場
合
は
不
要
）

自
動
車
税
の
減
免
申
請

　
県
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
等

を
お
持
ち
の
人
が
所
有
し
、
障

が
い
の
あ
る
人
の
た
め
に
使
用

す
る
自
動
車（
障
が
い
の
程
度
、

運
転
者
、
使
用
目
的
等
の
一
定

要
件
を
満
た
す
場
合
に
限
り
ま

す
）
を
対
象
に
、
自
動
車
税
の

減
免
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
減
免
を
受
け
る
に
は
、
納
期

限
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
30
日

以
内
に
必
要
書
類
を
添
え
て
県

に
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
希
望
者
は
早
目
の
申
請

や
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
熊
本
県
県
北
広

域
本
部
課
税
課
（
☎
０
９
６
８

（
２
５
）
４
１
２
４
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

　
生
活
保
護
受
給
者
の
方
が
保

有
す
る
軽
自
動
車
、
障
が
い
者

の
方
が
保
有
す
る
軽
自
動
車
、

も
し
く
は
専
ら
障
が
い
者
の
た

め
に
継
続
し
て
使
用
さ
れ
る
軽

自
動
車
に
つ
い
て
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
場
合
は
納
税
義

務
者
等
の
申
請
に
よ
り
軽
自
動

車
税
を
全
額
免
除
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
町
税
務
課
（
☎ 

（
６
２
）
１
１
２
３
【
直
通
】）

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
  

☎
（
62
）３
３
１
１

問 

住
民
福
祉
課  

福
祉
係  

☎
（
62
）
１
１
１
１  

内
線
132

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

活
動
状
況
報
告

「高森町子ども医療費助成制度」の対象年齢が
高校生まで拡大します！

　４月１日から「高森町子ども医療費助成制度」の対象年齢を満１８歳を迎える
日以後の最初の３月３１日までに拡大し、医療費を助成いたします。ただし、結
婚されている方・社会人として働いている方（勤労学生以外）を除きます。
★ 子ども医療費助成制度を受けるためには、登録申請をする必要があります。
　  以下のものを持参し、健康推進課へおこしください。
　　 ①  申請書（後日送付します）　  ②  印鑑（認印）
　　 ③  対象の子どもの保険証　　　④  保護者名義の金融機関の通帳（カード）
※ 中学３年生未満の方は、現在の子ども医療費受給者証をご使用ください。

年金相談は
完全予約制です

熊本東年金事務所
☎096－367－2503

毎月第４金曜日
１０時～１５時
高森総合センター

減
免
申
請
は
、
毎
年

申
請
が
必
要
で
す
の
で
、

過
去
に
申
請
さ
れ
て
い
る
人

も
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

５
月
は
、「
お
は
な
し

会
」、「
わ
ら
べ
う
た
の
会
」

の
ほ
か
、
簡
単
ク
ッ
キ
ン
グ

（
大
人
の
ご
飯
と
一
緒
に
作

る
離
乳
食
）
を
企
画
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ど
う

ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

町内医療機関等での「ひとり親家庭等医療費」
助成制度の『現物給付方式』が変わります！

※ 現物給付方式・・・医療機関受診時に窓口で受給者証と保険証を提示すると、
　　 　　　　　　　　保険診療の自己負担分の窓口払いが不要になること

問  住民福祉課　福祉係　☎62-1111　内線132・133

問  健康推進課 健康推進係 ☎ 62-1111 内線 122・123

　町では、利用者の利便性の向上を図るため平成 27
年 7月診療分から町内医療機関等での現物給付方式
を導入しています。
《 変 更 点 》　現物給付の対象範囲が中学生から対象
年齢を満１８歳を迎える日以後の最初の３月３１日
までに拡大します。ただし、結婚されている方・社
会人として働いている方（勤労学生以外）を除きます。

【受診の方法】
　高森町内の医療機関等を受診する際には、「受給者証」
と受診される方の「健康保険証」を提示してください。　

【受診するにあたっての注意点】
● 町外の医療機関を受診した際は、今までどおり「償還払い方式」となります
　 ので窓口にて料金をお支払のうえ、役場窓口に領収書をお持ちください。
● 町内医療機関を受診して、受給者証を忘れた場合も「償還払い方式」となり
　 ますので窓口で料金をお支払のうえ、役場窓口に領収書をお持ちください。
● 町内医療機関を受診した保護者の方における医療費については、今までどお
　 りの「償還払い方式」となりますので、窓口にて料金をお支払ください。ただし、
　 「償還払い方式」の申請書提出先は、住民福祉課福祉係です。

国税だより（契約書や領収書と印紙税）
　印紙税は印紙税の掛かる文書を作成した人が、収入印紙をその文書
に貼り付け、消印をして納める税金です。文書の中には、印紙税が掛
かるもの（金銭借用証書、不動産売買契約書などの契約書のほか、約
束手形、領収書、金銭の受取通帳など 20種類）があります。印紙税
のパンフレット（税務署窓口に備付け）等を参考に印紙税が掛かるか、
税額はいくらか等を確認して間違いのないようにしてください。

問   阿蘇税務署　☎ 0967-22-0551

提
出
期
限
：
５
月
31
日
（
火
）
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消　
防 

南
部
分
署

問  

☎
（
６
２
）
９
０
３
４

高
森　

警
察
署

問  

通
報
・
相
談　
☎
（
６
２
）
０
１
１
０

警察官Ａ（男性・女性） 警　察　行　政
願書配布 ４月中旬 ４月中旬

受付機関
４月 28日㊍～５月 20日㊎
※ インターネットによる　
　 受付は５月 17日㊋まで

４月 28日㊍～５月 13日㊎
※ インターネットによる　
　 受付は５月 10日㊋まで

第
１
次

試験日 ７月 10日㊐ ６月 26日㊐
試験内容 教養・論文 教養・専門・論文
合格発表 ７月中旬 ７月上旬

第
２
次

試験日
適正
体力 ８月   6 日㊏～８月 11日㊍ 適正

面接 ７月 11日㊊～７月 18日㊊
面接 ８月 17日㊌～８月 23日㊋

合格発表 ８月下旬 ７月下旬
第
３
次

試験日 面接 ７月 28日㊍～８月 4日㊍
合格発表 ８月上旬

受験資格

次のいずれにも該当する方
●32歳までの方（昭和59年4月
2日以降に生まれた方）
●学校教育法による大学（短期大
学を除く）を卒業又は平成 29年
３月末までに卒業見込みの方（人
事委員会が同等の資格があると認
める方を含む）

次のいずれにも該当する方
●22歳～35歳の方（昭和56年 4月 2日
～平成 7年 4月 1日生）
● 22歳未満の方（平成 7年 4月 2日以降
に生まれた方）で、学校教育法による大学
（短期大学を除く）を卒業又は平成 29年 3
月末までに卒業見込みのある方（人事委員
会が同等の資格があると認める方を含む）

新
し
い
勤
務
体
制
で
始
動
！

平
成
28
年
度
警
察
職
員
採
用
試
験

　

採
用
予
定
数
は
、
各
警
察
署
、

警
察
本
部
な
ど
の
警
察
施
設
で
配

布
し
て
い
る
受
験
案
内
・
受
験
申

込
書
又
は
熊
本
県
警
察
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

高
森
警
察
署
総
務
係

【
大
学
卒
業
程
度
、免
許
資
格
職
】、

【
民
間
企
業
等
経
験
者
対
象
】

　
第
１
次
試
験
▼
６
月
26
日
㊐

　
　
※
東
京
会
場
も
あ
り
ま
す
。

　
申
込
締
切
（
当
日
消
印
有
効
）

　
　
▼
５
月
13
日
㊎

【
熊
本
県
職
員
採
用
ガ
イ
ド
】
検
索

隊　
　
　
員

機　
関　
員

救
急
隊
隊
長

機　
関　
員

１
分
隊
隊
長

小　
隊　
長

重
石　

 

兼
吾

松
村 　
康
孝

長
野 　
賢
二

吉
野 　
健
太

飯
法
師 

正
巳

川
崎 　
直
幸

消
防
１
課

磯
田 　
侑
希

山
内 　
直
樹

渡
邊　

 

大
三

後
藤 　
吉
淳

岩
永 

祐
貴
雄

甲
斐 　
秀
文

消
防
２
課

興
梠　

 　
守

園
田 　
智
史

小
木
曽 　
昭

重
野　

 

浩
輝

大
住　

 

光
幸

住
吉 　
昭
則

消
防
３
課

隊　
　
　
員

機　
関　
員

分　
隊　
長

佐
藤 　
慧
史

高
鍋　

 

主
税

遠
山 

浩
一
郎

消
防
１
係

甲
斐  　
洋
次

松
崎　

 　
聖

松
崎 　
建
二

消
防
２
係

片
山　

 

賢
一

長
尾　

 
孝
秀

木
村 　
彰
宏

消
防
３
係

　
４
月
の
定
期
異
動
に
伴
い
、
南
部
分
署
及
び
野
尻
草
部
分
駐
所
の
職
員

が
一
部
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
南
部
分
署
長
以
下
19
名
、
野
尻
草
部
分
駐

所
長
以
下
９
名
の
消
防
吏
員
が
24
時
間
３
交
替
体
制
で
高
森
町
・
南
阿
蘇

村
の
災
害
に
対
応
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
27
年
中
の
阿
蘇
広
域
消
防
本
部
管
内
災
害
出
場
件
数

　
■ 

火
災
出
場
　
41
件

　
　 

（
建
物
14
件
、林
野
７
件
、車
両
６
件
、そ
の
他
14
件
）

　
■ 

救
助
出
場
　
67
件

　
■ 

救
急
出
場
　
３
，０
３
５
件

【
４
月
定
期
異
動
】
職
員
変
更
が
あ
り
ま
し
た

分
署
長　
　
藤
原　
松
男

分
駐
所
長　
遠
山
浩
一
郎

　
平
成
28
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

　
消
し
ま
し
ょ
う　
そ
の
火
そ
の
時　
そ
の
場
所
で

県
職
員
も
募
集
し
て
い
ま
す

問 たかもりポイントチャンネル事務局
　  ☎ ６２－１１１１　内線２２５

「広報たかもり」に広告を載せませんか？ ■ もちろんフルカラーで掲載可能
　　写真やイラスト素材などを使った広告も掲載でき、バリエー
　　ション豊かに対応することができます。
■ 枠のサイズは縦 60㎜×横 110㎜
　　２枠の申込みの場合は、 縦 60㎜×横 124㎜になります。

■１枠 5,000 円（月料金）※税込み
　　広告を募集している他市町村にも負けない、価格設定をして
　　います。
■ ７月号掲載の募集期限は 5 月 31日まで！
　　毎月募集をしています。詳しくは町ホームページをご覧ください。

　募集枠は各月４枠で、最長６ヶ月まで掲載が可能です。
     ※ この枠が実寸サイズになります（１枠）。
     ※ 申請者の希望で隣接する２枠を繋げて、広告を掲載するこ
　　　とができます。

検
索

小学生～高校生のための夏休み海外研修交流事業の参加者を募集しています！
　10事業の参加者を募集しています。体験を通
して、お互いの理解や交流を深め、国際性を養う
ことを目的に実施します。ひとりで参加する方が
７割以上で、はじめて海外へ行く方が多く、全国
から参加する友達との出会いも楽しみのひとつで
す。仲間づくりの指導もありますので、安心して
参加いただけます。
内　容　ホームステイ・ボランティア・文化交流
　　　　学校体験・英語研修・地域見学など

派遣先　イギリス・オーストラリア・スペイン・
　　　　カナダ・サイパン・シンガポール・フィジー
　　　　フィリピン・モンゴル
日　程　7月 22日㊎ ～ 8月 14日㊐
　　　　8日～ 18日間　＊コースにより異なる
対　象　小学３年生 ～ 高校３年生
　　　　＊コースにより異なる
説明会　全国１２都市、５月下旬
　　　　（福岡：5月22日㊐13：30～ 深見ビル会議室）
　　　　＊入場無料・予約不要

締　切　５月 26日㊍及び６月９日㊍
　　　　＊コースにより異なる
問い合わせ・資料請求
　公益財団法人・国際青少年研修協会
　（内閣府　公益認定委員会認定）
　　住　所　〒１４１－００３１
　　　　　　東京都品川区西五反田７－１５－４
　　電　話　０３－６４１７－９７２１
　　メール　info@kskk.or.jp
　　ＵＲＬ　http://www.kskk.or.jp　

平成28年5月9日発行広報たかもり 681号 （4）（5） 平成28年5月9日発行広報たかもり 681号 （4）（5）



高
Ｓ
Ｐ
Ｏ
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ

（
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
） 

の
助
成
を
受
け
た

事
業
で
す
。

問 高ＳＰＯ事務局
☎６２－２９９１

http://www.takaspo.jp/

※スマホ、携帯からでも閲覧可能です。
   ＷＥBページもぜひご覧ください！

地
区
の
新
し
い
駐
在
嘱
託
員
さ
ん
（
敬
称
略
）

　

３
月
27
日
（
日
）、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
１
の
ア
ビ
ス
パ
福
岡
の
ク
ラ
ブ

生
が
来
町
し
、
高
Ｓ
Ｐ
Ｏ
サ
ッ
カ
ー
教
室
の

子
ど
も
た
ち
と
親
善
試
合
な
ど
を
し
て
、
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
３
月
20
日
（
日
）、
益
城

町
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
で
行
わ
れ
た
【
２
０
１
６

夢
・
挑
戦
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
】
に
高
Ｓ
Ｐ
Ｏ
か

ら
Ｕ-

12
と
Ｕ-

10
が
出
場

し
、
ダ
ブ
ル
優
勝
を
し
ま
し

た
。
こ
の
大
会
が
６
年
生
に

と
っ
て
は
最
後
の
試
合
と
な

り
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
教
室　

３
月
27
日
（
日
）、
美
里
町
で
開
催
さ
れ
、
高
Ｓ
Ｐ

Ｏ
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
か
ら
14
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
当
日
は
小
雨
が
降
る
中
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
は
綺
麗
な
さ
く

ら
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
後
に
は
、
桜
餅
な
ど

を
い
た
だ
き
、
イ
ベ
ン
ト
を
満
喫
し
ま
し
た
。

２
０
１
６
さ
く
ら
健
康
フ
ェ
ス
タ
に
参
加

　
本
町
の
駐
在
嘱
託
員
は
32
名

で
す
。
地
区
の
ま
と
め
役
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
か
ら
の
回
覧
文
書

等
の
配
布
や
、
町
へ
の
提
出
文

書
を
取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
く

な
ど
行
政
上
の
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
住
民
の
み
な
さ
ま
方
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
今
回
勇
退
さ
れ
た
方
々
は
次

の
と
お
り
で
す
。

【
敬
称
略
】　

谷
川
征
登
（
冬

野
）、
村
上
育
雄
（
小
倉
原
）、

安
方
増
也
（
色
見
１
）、
岩
下

克
己
（
色
見
２
）、
大
村
今
朝

德（
草
部
）、古
庄
謙
一（
菅
山
）、

工
藤
進
二
（
永
野
原
）、
工
藤

隆
（
下
切
）、井
上
今
朝
一
（
矢

津
田
）、甲
斐
信
夫
（
津
留
１
）、

瀬
井
正
三
（
津
留
２
）、
甲
斐

誠
也（
尾
下
１
）、真
井
正
次（
尾

下
２
）、後
藤
照
代
（
河
原
１
）、

白
石
哲
雄
（
河
原
２
）

河原２ 河原１ 尾下２ 尾下１ 野尻２ 野尻１ 津留２ 津留 1
鳥
とり
越
ごえ
　忠
ただ
昭
あき

安
あん
藤
どう
　貴
たか
士
お

瀨
せ
井
い
　春
はる
𠮷
よし

西
にし
森
もり
　忠
ただ
夫
お

工
く
藤
どう
　雅
まさ
美
み

伊
い
東
とう
　義
よし
昭
あき

後
ご
藤
とう
　清
きよ
治
はる

嶋
しま
田
だ
　恒
こう
一
いち

矢津田 中 下　切 永野原 菅　山 芹　口 草　部 色見 2
本
ほん
田
だ
　武
たけ
昭
あき

矢
や
津
つ
田
だ
　郭
ひろ
富
とみ

甲
か
斐
い
　啓
けい
三
ぞう

芹
せり
口
ぐち
　正
しょう
八
はち

桐
きり
原
はら
　日
ひ
出
で
夫
お

江
え
藤
とう
　明
あき
德
のり

佐
さ
藤
とう
　　徹

とおる
岩
いわ
下
した
　暢
のぶ
彦
ひこ

色見 1 小倉原 前　原 中　原 洗  川・大  村 津　留 森 冬　野
𡧃
う
藤
とう
　一
いち
郎
ろう

村
むら
上
かみ
　孝
たか
徳
のり

荒
あら
牧
まき
　弘
ひろ
幸
ゆき

佐
さ
伯
えき
　一
かず
美
み

後
ご
藤
とう
　和
かず
幸
ゆき

今
いま
村
むら
　宗
むね
秋
あき

児
こ
玉
だま
　範
のり
幸
ゆき

相
そう
馬
ま
　俊
とし
行
ゆき

横　町 下　町 昭　和 旭　通 上　町 天　神 上　在 村　山
渡
わた
邉
なべ
　恭
やす
郎
ろう

甲
か
斐
い
　節
せつ
男
お

野
の
尻
じり
　英
えい
二
じ

山
やま
村
むら
　真
しん
市
いち

馬
ま
原
はら
　孝
こう
一
いち

後
ご
藤
とう
　　滿

みつる
中
なか
川
がわ
　國
くに
廣
ひろ

杉
すぎ
田
た
　則
のり
秋
あき

大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た

２
年
間

お
世
話
に
な
り
ま
す
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地
域
の
農
業
者
や
農
業
団
体
か
ら
の
推
薦

に
よ
り
、
３
月
議
会
で
同
意
を
受
け
て
町
長

が
任
命
し
ま
し
た
。
任
期
は
３
年
で
、
農
地

の
売
買
や
賃
貸
借
権
の
設
定
、
転
用
許
可
、

農
地
の
斡
旋
・
紛
争
防
止
等
を
行
い
ま
す
。

　
委
員
（
敬
称
略
）
及
び
担
当
地
区
に
つ
い

て
、
左
表
の
と
お
り
紹
介
し
ま
す
。

　４月１日、高森総合センターで新任式が行われ、
新しく小中学校に着任される先生方が出席しまし
た。今年度は管内異動を含め、中央小学校１０人、
高森東小学校２人、高森中学校４人、高森東中学校
３人、高森高校８人の先生方が着任されました。

高 森 高 等 学 校

校　長 教　諭 教　諭 教　諭 講　師 講　師 事務職員 臨時実習助手
光
みつ
永
なが
　幸
ゆき
生
お

德
とく
丸
まる
　明
あき
子
こ

堀
ほり
田
た
　友
とも
美
み

宮
みや
本
もと
　ひかる 矢

や
田
た
部
べ
　祐
ゆう
介
すけ

広
ひろ
瀬
せ
　里
り
香
か

吉
よし
富
とみ
　礼
あや

今
いま
村
むら
　美
み
紀
き

高 森 東 中 学 校 高 森 中 学 校

教　頭 教　諭 講　師 教　諭 教　諭 教　諭 講　師
本
ほん
田
だ
　雅
まさ
隆
たか

熊
くま
谷
がい
　潤
じゅん
一
いち

小
お
川
がわ
　栞
かん
奈
な

　 芹
せり
口
ぐち
　真
ま
由
ゆ
美
み

島
しま
田
だ
　礼
れい
二
じ

後
ご
藤
とう
　　葵

あおい
白
しら
石
いし
　明
あ
日
す
香
か

高 森 中 央 小 学 校 高 森 東 小 学 校

教　諭 養護教諭 講　師 講　師 講　師 　 教　頭 講　師
河
かわ
津
づ
　梢
こずえ

井
い
芹
せり
　則
のり
子
こ

本
ほん
田
だ
　こずえ 宮

みや
﨑
ざき
　大
だい
輔
すけ

小
お
田
だ
　智
さと
史
し

　 永
なが
田
た
　裕
ひろ
通
みち

角
つの
田
だ
　香
か
織
おり

高 森 中 央 小 学 校

校　長 教　諭 教　諭 教　諭 教　諭
甲
か
斐
い
　孝
たか
美
み

時
とき
松
まつ
　俊
とし
英
ひで

川
かわ
﨑
さき
　留
る
美
み

富
とみ
田
た
　昌
まさ
樹
き

中
なか
村
むら
　彩
あや
乃
の

学校の先生を紹介します！

　
４
月
１
日
付
け
で
、
農
業
委
員
会
会
長
か

ら
18
名
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
平
成
28
年
４
月
１
日
の
改
正
法
に
伴

い
、
新
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

新しい町農業委員会委員が決定！「農地利用最適化推進委員会」が新設！！

矢津田勇次 中・矢津田
岡本　房雄 草部・芹口
白石　博昭 河原
竹内　辰三 上色見
古庄　謙一 永野原・下切・菅山
三森　一男 高森（村山）
田上七十三 尾下
松尾　治実 高森（上在）
宇藤　元志 色見
下田　安己 高森（津留・南在）
城井　若生 津留・野尻
林　　淳一 町内全域
吉良山友二 町内全域
山村　珠美 町内全域

本田　文隆 高森（村山）
高崎　堅誌 高森（上在）
岩下　英治 高森（冬野・森・津留）
楢木野繁英 上色見（－）
後藤　則和 上色見（－）
宇藤　信喜 色見（－）
岩下　博昭 色見（－）
芹口　惟秋 草部
芹口　民雄 芹口

工藤　英雄 菅山
後藤賢太郎 永野原
甲斐　撮雄 下切
児玉幸之助 中
二子石富士夫 矢津田
山永　　宏 津留
草村　秀士 野尻
首藤　光一 尾下
後藤　賢治 河原

委員氏名 （担当地区）　※ 敬称略

　推進委員は農業委員会と同じ「非常勤の特別職公務員」であり、農業
委員会が委嘱し、農業委員と共に、経営規模拡大や耕作放棄地解消、新
規参入促進などの「農地等の利用の最適化の推進」のために活動します。
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健　康

人　権

その他

　
「
も
し
か
し
て
児
童
虐
待
？
」

と
感
じ
た
ら
、
あ
な
た
な
ら
ど

う
し
ま
す
か
？

　
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
子
ど
も

は
自
ら
助
け
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
子
ど
も
を
虐
待

か
ら
救
う
た
め
に
は
、
周
囲
の

大
人
の
気
づ
き
が
大
切
で
す
。

　
児
童
虐
待
は
、
家
庭
と
い
う

密
室
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い

た
め
、
見
過
ご
さ
れ
て
し
ま
う

こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
虐
待
を
受
け
て
い
る

子
ど
も
や
虐
待
を
行
う
保
護
者

は
、
少
な
か
ら
ず
何
ら
か
の
サ

イ
ン
を
出
し
て
い
ま
す
。

◯
75
歳
以
上
の
人
（
75
歳
の
誕

　
生
日
か
ら
自
動
的
に
加
入
）

◯
65
歳
か
ら
75
歳
未
満
の
人
で

　
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
人

　
（
市(

区)

町
村
に
申
請
し
、

　
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
た

　
日
か
ら
加
入
）

　
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
２
年
毎
の
保
険
料
率
の

見
直
し
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

決
定
し
ま
し
た
。（
平
成
26
・

27
年
度
保
険
料
率
と
同
一
）

　
所
得
が
低
い
方
や
被
用
者
保

険
（
協
会
け
ん
ぽ
、健
保
組
合
、

共
済
組
合
な
ど
）
加
入
者
に
扶

養
さ
れ
て
い
た
方
の
保
険
料

は
、継
続
し
て
軽
減
さ
れ
ま
す
。

＊
均
等
割
の
軽
減
判
定
に
つ
い

　
て
の
総
所
得
金
額
等
は
、
専

　
従
者
控
除
や
譲
渡
所
得
特
別

　
控
除
の
適
用
前
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
年
金
所
得
に
つ
い
て

　
は
15
万
円
を
控
除
し
た
額
で

　
判
定
し
ま
す
。

　
被
保
険
者
の
総
所
得
金
額
等

が
、「
基
礎
控
除
（
33
万
円
）」

＋
58
万
円
を
超
え
な
い
方
は
、

保
険
料
の
所
得
割
額
が
５
割
軽

減
さ
れ
ま
す
。

　
被
用
者
保
険
加
入
者
に
扶
養

さ
れ
て
い
た
方
も
、
特
別
措
置

と
し
て
、
平
成
28
年
度
も
保
険

料
の
均
等
割
額
が
９
割
軽
減
さ

れ
ま
す
（
所
得
割
額
は
か
か
り

ま
せ
ん
）。

　
こ
う
し
た
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
イ
ン
に

周
囲
の
大
人
が
い
ち
早
く
気
づ

き
、
児
童
相
談
所
等
に
相
談
・

通
告
（
連
絡
）
す
る
こ
と
が
早

期
発
見
に
つ
な
が
り
、
被
害
の

深
刻
化
を
防
ぎ
ま
す
。

　
も
し
虐
待
を
思
わ
せ
る
サ
イ

ン
を
見
つ
け
た
り
、
気
に
な
る

様
子
が
あ
っ
た
ら
勇
気
を
も
っ

て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
本
当
に
虐
待
か
ど
う
か
分

か
ら
な
い
」
と
迷
う
場
合
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
結
果

と
し
て
虐
待
で
は
な
か
っ
た
と

し
て
も
、
連
絡
し
た
人
が
責
任

を
負
う
こ
と
は
基
本
的
に
な

く
、
通
告
し
た
人
を
特
定
で
き

る
よ
う
な
情
報
が
漏
れ
る
心
配

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
国
は
法
律
に
よ
っ
て
虐
待
さ

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
子
ど
も

を
発
見
し
た
場
合
の
速
や
か
な

通
告
を
、
全
て
の
者
に
義
務
づ

け
て
い
ま
す
。

　
間
違
い
を
恐
れ
ず
、
少
し
で

も
虐
待
の
可
能
性
を
感
じ
た
ら

行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
れ
が
虐
待
を
受
け
て
い
る
子

ど
も
だ
け
で
な
く
、
自
身
の
虐

待
行
為
に
苦
し
む
保
護
者
を
も

助
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

春
は
野
鳥
の
繁
殖
期
で
す
。

巣
立
ち
し
た
ヒ
ナ
が
落
ち
て
い

て
も
、
必
ず
親
鳥
が
世
話
を
し

ま
す
の
で
拾
わ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
県
で
は
５

月
10
日
か
ら
の
１
ヶ
月
間
を
指

導
取
締
強
化
月
間
と
定
め
、
違

法
捕
獲
等
の
防
止
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、野
生
鳥
獣
（
メ
ジ
ロ
、

ホ
オ
ジ
ロ
な
ど
）
の
愛
が
ん
飼

養
目
的
の
捕
獲
は
、
鳥
獣
の
乱

獲
を
助
長
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ

と
か
ら
平
成
24
年
４
月
１
日
以

降
は
許
可
し
て
い
ま
せ
ん
。
平

成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
、
許

可
を
得
て
捕
獲
し
飼
養
登
録
済

み
の
個
体
は
、
更
新
手
続
き
を

行
う
こ
と
で
、
引
き
続
き
飼
養

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問 

健
康
推
進
課

　
　
　
健
康
推
進
係

☎
（
62
）
１
１
１
１　

　
　
内
線
１
２
３

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
方
へ

人
権
問
題「
児
童
虐
待
⑤
」

繁
殖
期
の
野
鳥
保
護

及
び
指
導
取
締
強
化

問 

農
林
政
策
課   

☎
（
62
）
１
１
１
１ 

内
線
４
１
５

　

  

阿
蘇
地
域
振
興
局
林
務
課   

☎（
22
）３
６
４
９

　
動
物
（
実
験
動
物
・
産
業
動

物
を
除
く
、
哺
乳
類
、
鳥
類
、

爬
虫
類
）
の
販
売
、
保
管
、
貸

出
し
、訓
練
、展
示
、競
り
あ
っ

せ
ん
、
譲
受
飼
養
の
営
業
を
始

め
る
際
、
都
道
府
県
知
事
ま
た

は
政
令
市
の
長
の
登
録
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

代
理
販
売
や
ペ
ッ
ト
シ
ッ

タ
ー
、
出
張
訓
練
な
ど
の
動
物

又
は
飼
養
施
設
が
な
い
場
合
も

規
制
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
特
に
、
犬
や
猫
の
販
売
、
そ

の
た
め
に
繁
殖
を
行
う
者
は

「
犬
猫
等
販
売
業
者
」
と
し
て

犬
猫
健
康
安
全
計
画
の
策
定
と

そ
の
遵
守
、
獣
医
師
と
の
連
携

の
確
保
な
ど
追
加
の
義
務
が
課

せ
ら
れ
ま
す
。

罰
金
▼
登
録
せ
ず
に
営
業
し
た

場
合
や
改
善
命
令
、
業
務
停
止

命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
場
合
、

100
万
円
以
下
の
罰
金
。
▼
登
録

内
容
の
変
更
の
届
出
を
し
な

か
っ
た
り
、
虚
偽
の
報
告
を
し

た
場
合
、30
万
円
以
下
の
罰
金
。

営
利
目
的
の
動
物
の
販
売

等
は
届
出
が
必
要
で
す

問 

阿
蘇
保
健
所

　

  

☎（
32
）
０
５
３
５

森林を保有している皆様へ
　県では、豊かな森林資源を最大限
に利活用した林業の成長産業化の実
現に向け、森林の面的まとまりを確
保し、木材を低コストで安定的に供
給できる体制を整備するため、「森林
の集約化」に取り組んでいます。
　森林を経営・管理することが困難
な方へ、所有権の移転を行うための
「あっせん」の支援等も行っています。

問 県森林整備課  ☎096-333-2441
 　 （又はお近くの地域振興局林務課）

「
虐
待
か
な
」と
思
っ
た
ら
、勇
気
を
も
っ
て
相
談
を
！

見
逃
さ
な
い
で
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
イ
ン　問 

住
民
福
祉
課

　
  

人
権
同
和
啓
発
係

☎
（
62
）
１
１
１
１

　
　
内
線
１
３
１

後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
対
象
者

平
成
28
年
度
は
保
険
料

軽
減
対
象
者
が
拡
大

平
成
28
・
29
年
度
の

保
険
料
率
が
決
定

均等割額 （被保険者1人当たり） 47,900円

＝

＋

保
険
料
の
所
得
割
額

（
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る

  

保
険
料
）
の
軽
減

「基礎控除額（33万円）」を超
えない世帯で、被保険者全員
の年金収入の控除額をそれぞ
れ 80 万円として計算したう
えで所得が０円となる場合

【
所
得
が
低
い
方
の
軽
減
】

保
険
料
の
均
等
割
額
の
軽
減

「基礎控除額
（33万円）」を
超えない世帯

「基礎控除額（33 万
円）」＋「26.5 万円×
世帯の被保険者数」を
超えない世帯 （拡大）

「基礎控除額（33 万
円）」＋「48万円×世
帯の被保険者数」を超
えない世帯 （拡大）　

所得割額
（総所得金額等から基礎控除 33万円
  を引いた額）× 所得割率 9.26％

保険料額（年額）※ 年額 57万円が上限

世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額等の合計額が・・・　

（均等割額を）９割軽減 ８．５割軽減 ５割軽減 ２割軽減

➡ ➡ ➡ ➡

８０２０運動
歯科健診実施のお知らせ

あんま、はり、きゅう
施術費を助成します

健康な80歳を実現するため、
20本の歯を残しましょう 
　8020（はちマルにいマル）運動
とは、「80歳になっても 20本以上
自分の歯を保とう」という運動です。
「生涯、自分の歯で食べる楽しみを
味わえるように」との願いを込めて
この運動が始まりました。
健診期間
　5月 23日㊊～ 6月 4日㊏
対象者
　平成 28年 4月 1日現在、満
　80歳以上の方（健診料無料）

※ 受診の際は、各医院へ電話予約
　 をお願いします。

片山歯科医院 ☎0967（62）1971
みもり歯科医院 ☎0967（62）2005

　町では住民の福祉の増進を図るこ
とを目的として、町が指定した施術
所で治療を受けた場合に、施術 1回
につき1,000円分の施設利用者証を
交付します（1世帯当たり年度（4
月 1日～翌年 3月 31日）12枚、1
回の申請につき 6枚までです）。
対象者
　国民健康保険被保険者および
　後期高齢者医療被保険者
　※ 同一世帯員に町税等の未納が
　　 ないこと
申請に必要なもの
　■ 国民健康保険被保険者証又は
  　   後期高齢者医療被保険者証
    ■ 印かん（認印）

問健康推進課 国民健康保険係
 ☎ ６２－１１１１  内線１２７・１２８
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み
ん
な
の
掲
示
板
歌　
詠　
み

歌　
詠　
み

　
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
人
権
擁
護
委

員
法
が
施
行
さ
れ
た
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
特
設
の
人

権
相
談
所
を
開
設
す
る
な
ど
、
一
層
の
人
権
尊
重
思

想
の
普
及・高
揚
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
町
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
次
の

人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
二ふ
た
子ご

石い
し
竹た
け
徳の
り
さ
ん（
中
）   

■
岩い
わ
下し
た
暢の
ぶ
彦ひ
こ
さ
ん（
色
見
）

■
佐さ

藤と
う
謙け
ん
二じ

さ
ん（
高
森
）   

■
白し
ら
石い
し
吉よ
し
勝か
つ
さ
ん（
河
原
）

3月21日～4月15日

町長のうごき ● 56回の公務・会議への参加の一部です。
●他、23回の準公務・政治活動への参加を行いました。

Kusam
ura Da

isei

番号 担当課 入札日
又は契約日 工事（業務委託）名 工　　期 契約相手 請負代金

１ 教育委員会 3月22日 高森中央小学校揚水ポンプ取替工事 3月22日 ～ 3月31日 ( 有 ) 熊本環水 486,000円
２ 建設課 3月28日 村山・高尾野線道路改良工事（１工区） 3月28日 ～ 8月31日 ( 株 ) 高梢 33,480,000円
３ 建設課 3月28日 村山・高尾野線道路改良工事（２工区） 3月28日 ～ 8月31日 ( 有 ) 谷川土木 16,427,232円
４ 生活環境課 4月  1日 高森町湧水館の管理に関する業務委託 4月1日～ 平成29年3月31日 高森町農業用水供給事業代表社会 2,173,000円
５ 生活環境課 4月  1日 高森温泉館放送機器等リース契約 4月1日～ 平成29年3月31日 ( 株 ) ＲＫＫメディアプランニング 213,576円
６ 生活環境課 4月  1日 高森温泉館警備業務委託 4月1日～ 平成29年3月31日 ( 株 ) キューネット 207,360円
７ 生活環境課 4月  1日 色見生涯学習センター・色見総合センター施設管理委託 4月1日～ 平成29年3月31日 色見区長会　事務局長 150,000円
８ 生活環境課 4月  1日 上色見生涯学習センター・上色見総合センター施設管理委託 4月1日～ 平成29年3月31日 上色見を良くする会　代表者 150,000円

町発注工事と業務委託契約状況 ３月２２日～４月１日（一部） ※ 入札（随意契約を含む）を行ったすべてを記載しています。（10万円以上）

肥
後         

句（
阿
蘇
御
神
火
会
）  

脅
か
す
な　

癖
で
上
司
が
肩
叩
く

市
原　
正
成

行
き
詰
ま
り　

党
名
変
え
て
出
直
そ
う

大
塚
ほ
た
る

世
話
な
し　

よ
う
診
て
く
る
る
掛
か
り
つ
け

桐
原　
白
酔

そ
ら
ァ
大
事
ッ　

保
育
園
に
も
入
れ
ら
れ
ん

久
保　
靜
子

世
話
な
し　

駄
々
も
こ
ね
ず
に
保
育
園

倉
石　
晴
代

脅
か
す
な　

腐
れ
縄
ま
で
蛇
に
見
え

後
藤　
信
子

真
っ
白　

歯
医
者
泣
か
せ
が
自
慢
で
す

佐
藤
多
可
雄

年
は
取
っ
て
も　

聞
こ
え
と
り
ま
す
地
獄
耳

長
尾　
慶
恩

そ
ら
ァ
大
事
ッ　

近
頃
増
え
た
物
忘
れ

古
木
え
つ
ほ

世
話
な
し　

野
良
着
の
似
合
う
子
に
育
ち

松
山
キ
ヨ
子

脅
か
す
な　

出
来
ち
ゃ
っ
た
て
ち
あ
る
も
ん
か

三
森　
　
茜

頰
な
で
る　

風
の
優
し
き　

春
光
る

都　
　
八
郎

巣
箱
か
け　

朝
夕
な
が
む
る　

侘
び
住
い

堀　
日
出
男

奥
阿
蘇
の　

風
味
宝
の　

高
菜
も
み

工
藤　
昌
子

う
ぐ
い
す
の　

初
音
聞
い
た
と　

伝
え
聞
き

遠
山　
昭
子

春
の
使
者　

我
家
の
庭
も　

訪
れ
し

本
田
ケ
サ
子

た
ん
ぽ
ぽ
や　

人
の
楽
し
む　

い
な
か
道

除
田
ウ
ミ
ヲ

高
く
舞
う　

阿
蘇
よ
り
ふ
き
し　

野
焼
き
あ
と

津
留　
幸
子

こ
ぶ
し
花　

作
付
け
迷
う　

山
の
里

岩
下
ソ
ヨ
子

末
黒
野
の　

吹
き
た
る
風
に　

目
を
細
め

後
藤　
シ
ズ

桜
愛
で　

今
年
も
元
気
と　

手
を
あ
わ
す

興
梠
木
正
人

俳　
　
句（
梅
香
苑
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
） 

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

問 

高
森
高
校
図
書
館　
☎ （
62
）
０
１
８
５

高
森
高
校
図
書
館
の
開
放

　
開
館
日　
　
月
曜
〜
金
曜
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

　
開
館
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
50
分

　
対
象
者　
　
高
森
町
及
び
近
隣
の
地
域
住
民
の
方

　
貸
出
期
間
・
冊
数　

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

　
※ 

初
回
利
用
時
は
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
が
必
要

　

閉
館
日
に
つ
い
て
は
、
本
校
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
来
校

時
に
は
正
面
玄
関
で
受
付
が
必
要
で
す
。
図
書
を
紛

失
し
た
場
合
は
、実
費
弁
償
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

３
月
22
日
（
火
）
高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
会

南
阿
蘇
鉄
道
取
締
役
会

３
月
23
日
（
水
）
平
成
27
年
度
第
２
回
高
森
農
業
塾
意
見
交
換
会

３
月
25
日
（
金
）
南
阿
蘇
畜
協
閉
組
式

第
69
回
熊
本
県
町
村
会
定
期
総
会
（
熊
本
市
）

３
月
30
日
（
水
）
第
３
回
連
携
中
枢
都
市
圏
域
首
長
会
議
（
熊
本
市
）

３
月
31
日
（
木
）
高
森
町
交
通
安
全
推
進
協
議
会

４
月
４
日
（
月
）
大
阿
蘇
絵
画
展
実
行
委
員
会

４
月
６
日
（
水
）
交
通
安
全
運
動
出
発
式

４
月
９
日
（
土
）
牧
戸
線
道
路
開
通
記
念
祝
賀
会

４
月
12
日
（
火
）
肥
後
六
華
の
會
臨
時
総
会
（
合
志
市
）

４
月
14
日
（
木
）（
仮
）
野
尻
地
区
活
性
化
委
員
会
会
議

町長交際費

お悔やみ

交際費の予算は１年間で 100万円（平成 28年度は 96万円）です。
27年度残りの額は 359,046円 でした。28年度は 935,000円 です。

予算（交際費の内の弔費分）は１年間で２４万円です。
27年度残りの額は 16,000円 でした。28年度は 230,000円 です。

日　付 金　額 分  類 主な内容 備　考
３月25日 5,000円 御樽 南阿蘇畜産農業協同組合閉組式 南阿蘇畜産農業協同組合
４月  3日 5,000円 御祝 つの宮水道組合祭り つの宮水道組合
４月  8日 5,000円 御祝 南在水道組合総会及び水神祭 南在水道組合
４月  9日 5,000円 御祝 牧戸線道路開通記念祝賀会 尾下２区
４月12日 5,000円 御祝 高森町商工会青年部通常総会 高森町商工会青年部
４月14日 5,000円 御祝 (仮 ) 旧野尻地区活性化委員会設立総会 津留 ･野尻 ･尾下 ･河原駐在嘱託員

金　額 分　類 主な内容 備　考
10,000円 弔　慰 香典代（３月 21日～３月 31日） ５件
10,000円 弔　慰 香典代（４月  １日～４月 15日） ５件

※交際費での支出は「公的な行事」のみです。
※「公的な行事」の後の２次会、その他の会費、経費は全て自己負担となっています。

　
高
齢
者
の
方
（
概
ね
65
歳
以
上
）
に
本
人
の
希
望

と
能
力
に
応
じ
た
仕
事
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
日　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
場　
所　
阿
蘇
保
健
所  

１
階  

総
務
福
祉
課
内

高
齢
者
の
た
め
の
無
料
職
業
紹
介
所

問 

（
一
財
）
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　
　
県
無
料
職
業
紹
介
所
（
阿
蘇
相
談
所
）

  

☎ （
32
）
４
５
３
３　
FAX
（
32
）
０
５
３
６
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愛

広 報

６月
日にち 行　政　区 受  付  時  間 実　施　会　場

20㊊ 河原１・河原２ 8:00 ～   9:00 河原生涯学習センター体育館
（旧河原小学校）尾下１・尾下２ 9:00 ～ 10:00

21 ㊋ 津留１・津留２ 8:00 ～   9:00 高森町朋遊館野尻１・野尻２ 9:00 ～ 10:00

22 ㊌ 中 8:00 ～   9:00 高森自然学校体育館
（旧草部北部小学校）矢津田 9:00 ～ 10:00

23 ㊍ 洗川・大村 7:30 ～   9:00 上色見総合センター東中原・西中原・前原 9:00 ～ 10:00

24 ㊎ 小倉原・戸狩 7:30 ～   9:00 色見総合センター山鳥・井上 9:00 ～ 10:00

25土 中園 7:30 ～   9:00 色見総合センター西丁 9:00 ～ 10:00

26日 草部 8:00 ～   9:00 草部生涯学習センター体育館
（旧草部中学校）菅山・下切 9:00 ～ 10:00

27 ㊊ 芹口 8:00 ～   9:00 草部生涯学習センター体育館
（旧草部中学校）永野原 9:00 ～ 10:00

７月
日にち 行　政　区 受  付  時  間 実　施　会　場

31日 横町 7:30 ～   9:00 高森中学校体育館天神・上町 9:00 ～ 10:00

住民健康診査（行政区別）日程　

■ 健康診査、胃がん検診、腹部超音波検診を受診される方は、前日夜 9時以降の
　 飲食は抜きでお越しください。
■ 通院中・治療中の方でも特定健診（健康診査）を受ける必要があります。
　 受診して自分の健康状態をチェックしましょう。
■ 健康診査を受けられる方は、保険証・受診券を必ずご持参ください。
■ 日程表で指定された場所以外の会場でも、健診を受診することができます。

８月
日にち 行　政　区 受  付  時  間 実　施　会　場

1㊊ 旭通 7:30 ～   9:00 高森中学校体育館上在 9:00 ～ 10:00

2 ㊋ 昭和 7:30 ～   9:00 高森中学校体育館村山 9:00 ～ 10:00

3 ㊌ 下町 7:30 ～   9:00 高森中学校体育館森・冬野・津留 9:00 ～ 10:00

住　所 死亡者 年　齢 ご遺族

高　森（旭　通） 本田　隆雄 ６９歳 本田　君代

上色見（西中原） 後藤アキエ ９０歳 後藤　隆信

草　部（灰　原） 佐藤ムネ子 ９２歳 佐藤　昭雄

高　森（旭　通） 飯塚キヌ子 ９３歳 飯塚多喜男

高　森（旭　通） 甲斐　信男 ７７歳 甲斐ツヨカ

高　森（上　在） 黒石惠美子 ６５歳 黒石　康一

草　部（灰　原） 幸野サツキ ７０歳 幸野　敏文

月日 病・医院名 電話番号
5月22日 のむら内科クリニック ☎096（292）2250
5月29日 上村医院 ☎0967（35）0336
6月  5日 寺﨑内科胃腸科クリニック ☎0967（62）0378
6月12日 馬原内科医院 ☎0967（62）0646

の
ご
寄
付

（順不同・敬称略）

瀬井　静人 本田　君代

後藤マサ子 後藤　隆信

■町社会福祉協議会へ

診療は午前９時から午後５時まで

人口／６，７４３人　　（△２１）
男性／３，２２２人　　（△８）
女性／３，５２１人　　（△１３）
世帯／２，８６６人　　（△２）

　（対前月末）平成28年3月31日現在

５

６

編
集
後
記

May

June

月

月

19㊍ 移動子育てひろば 10:00 ～ 草部総合センター

26㊍ 移動子育てひろば 10:00 ～ 朋遊館

2㊍ 移動子育てひろば 10:00 ～ 草部総合センター

7㊋ 7～ 8ヶ月児健康相談   9:30 ～ 高森総合センター　和室

9㊍ 移動子育てひろば 10:00 ～ 朋遊館

12日 消防団ポンプ操法大会   9:00 ～ 高森駅【開催は未確定】

15㊌ プレママ料理教室 10:00 ～ 高森総合センター 和室・調理室

５
平成 28年 5月 9日発行
発　行／高森町
編　集／たかもりポイントチャンネル事務局
〒 869-1602　熊本県阿蘇郡高森町大字高森 2168番地

TEL 0967-62-1111　 FAX 0967-62-1174
http://www.town.takamori.kumamoto.jp/
印　刷／株式会社　有明印刷

携帯電話・スマートフォンからのＨＰアクセスはこちら

▲

おくやみもうしあげます ３月受付分 （敬称略） 高森カレンダー ５月１６日～６月１５日

　
４
月
14
日
に
熊
本
地
震
が
発
生

し
ま
し
た
。死
傷
者
が
出
て
お
り
、

建
物
倒
壊
、
火
災
、
生
活
イ
ン
フ

ラ
の
機
能
停
止
な
ど
の
被
害
が
あ

り
ま
し
た
。

　
本
町
で
は
停
電
と
断
水
が
発
生

し
ま
し
た
。
今
後
も
い
つ
ま
で
大

き
な
余
震
が
続
く
の
か
全
く
分
か

り
ま
せ
ん
。
対
策
を
と
る
た
め
に

は
、
日
頃
か
ら
の
備
え
が
必
要
だ

と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
先
月
号
か
ら
掲
載
を
始
め
ま
し

た
『
シ
リ
ー
ズ
防
災
』
を
、
今
後

も
是
非
み
な
さ
ん
に
読
ん
で
頂
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

まちの
人口

　広報４月号の次の記事について、誤りがありま
したので、お詫びして訂正します。
　《６ページ「たかもりタウンＴＯＰＩＣＳ」》
　　 ● トロッコ列車発車式　発車の合図
　　　  誤：藤本悠希くん　➡　正：藤本康希くん
　 　● 高森町教職員が受賞（ＩＣＴ取組）
　　　  誤：石井祐介教諭　➡　正：石井佑介教諭
　《９ページ「みんなの掲示板」俳句（菜の花句会）》
　　 ● 馬原要子さんの俳句
　　　  誤：山路末て　➡　正：山路来て

お
詫
び
と
訂
正

平成28年5月9日発行広報たかもり 681号 （10）（PB）
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